
議
員
提
出
第
二
十
五
号
議
案

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
時
代
に
向
け
た
学
校
教
育
環
境
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
の
時
代
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
間
が
中
心
の
社
会
で
あ
り
、
読
解
力
や
考
え

る
力
、
対
話
し
協
働
す
る
力
な
ど
、
人
間
と
し
て
の
強
み
を
活
か
し
て
一
人
一
人
の
多
様
な
関
心
や
能
力
を

引
き
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
教
育
の
良
さ
を
活
か
し
つ
つ
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
革
新
的
技
術

を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
教
育
の
展
開
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
一
人
一
人
の
興
味
関
心
や
習
熟
度
に
対
応
し
た
公
正
に
個
別
化
・
最
適
化
さ
れ
た
学
び

を
可
能
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
・
進
捗
管
理
に
伴
う
教
員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
「
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ
」
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
波
が
世
界
各
国
の
教
育
現
場
に
及
び
、「
学
び
の
革
命
」
が
進
ん
で
い
る
。

Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
を
学
校
教
育
現
場
で
活
用
す
る
に
は
、
前
提
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
我
が
国
の
学
校
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
実
態
は
、
整
備
状
況
（
通
信
容
量
・
パ
ソ
コ
ン

の
ス
ペ
ッ
ク
・
台
数
等
）
に
自
治
体
間
格
差
も
大
き
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
生
徒
全
員
が
十
分
に
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ
を
活
用
す
る
の
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

一

二
〇
一
八
～
二
〇
二
二
年
度
ま
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て
、
自
治
体
に
お

い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
使
い
勝
手
の
良
い
制
度
に

す
る
な
ど
、
一
層
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

二

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
、
教
員
や
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
を
援
助
す
る
役

割
が
あ
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
」
の
配
置
が
進
む
よ
う
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
教
員
向
け
の
研
修
等
の

充
実
を
図
る
こ
と
。

三

「
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
」
を
広
く
実
現
す
る
た
め
、
学
校
現
場
と
企
業
等
の
協
働
に
よ
り
、

学
校
教
育
に
お
い
て
効
果
的
に
活
用
で
き
る
「
未
来
型
教
育
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
開
発
・
実
証
を
行
い
、

学
校
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
三
十
年
十
二
月
十
二
日
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